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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
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画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と体を育てる教育の推進

小中一貫・連携教育推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

市

平成 年度～28

一般重点 ⑧1- ②ソフト事業（法律による実施義務無）

「高松みらい科」授業時間数

小中連携教育の実践中学校区数

時間

校

「英語」・「高松みらい」の授業についてのアンケート支持 ％

小中連携教育の実践校数 校

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

　高松第一学園において実施している義務教育９年間の連続性、発展性に留意した小中一貫教育を充実させるとともに、その成
果を踏まえた小中連携教育を市内の全小・中学校で推進する。
　また、中学１年時の学習面でのつまづきの解消を目的として、研究指定校３校に「中１スタートサポーター」を配置し、学力
向上を推進する。

○小中一貫教育の成果を踏まえた全市における小中連携の推進

○高松第一学園の児童生徒
○各中学校区の児童生徒

○義務教育９年間の連続性、継続性・発展性に留意した学校運営を行うことにより、教育内容、指導方法等の改善
を図り、子どもたちの確かな学力や豊かな人間性、健やかな体を育む。

「高松みらい科」にみられる、キャリア教育
、環境教育などについて、小中が連携して教
育を行う素地となっている。

全ての小・中学校で各学校区の実情に応じた
取組を行い、目標は達成できている。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 　・高松みらい科（環境教育・キャリア教育）、小学校英語教育の成果
　・９年間を見通した系統的・継続的な学習指導、生徒指導
○各中学校区における小中交流会等の事業開催
○中１スタートサポーター配置事業費（研究指定校３校に３名配置）

％115.0

％100.0

点35

点35

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

21,286 22,923 18,968 15,353

7,262 8,337 7,191 3,576

14,024 14,586 11,777 11,777

Ａ 継続

今後も、学習面はもちろんのこと、子どもたちの学校生活がより豊かなものになるよう、本市の教育の充実に努めていく。

全体的には小中学校間の円滑な教育の接続、中１ギャップの解消を図ることを引き続き目指す。個別には学習面でのサポートの必要な子供た
ちへのサポートを充実させる。
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